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原水爆禁止2019年世界大会・科学者集会　２０１９．０７．２８．In Fukuoka 



科学者は安全な自動車を、美しい都市を、き
れいな空気を作るための計画を研究し、国民
の前に、それを出さなければならない。すべ
ての社会科学者は、世界をありのままで描く
のではなく、どうやって世界を変えるかにつ
いて研究し、苦痛を最少化する革命的改革案
を提示すべきである。	

-Howard	Zinn,　『The Politics of History』- 



! 寧辺（ヨンビョン)の閉鎖	

-->制裁緩和	

2016年ー2017年の対北朝鮮制
裁の中で民需経済と人民生活
に関わる制裁の「一部解除」	

-----------------------	

-平和宣言	

-連絡事務所（liaison	office） 

! 寧辺（ヨンビョン）＋？	

　　　						ウラン濃縮施設　　　　　	

---------------------	

※いわゆる「Big　Deal」	

∙核兵器、核物質、核施設	

∙生物、化学兵器プログラム
及び	

その関連「dual-use」能力、
弾道ミサイル、発射台、その
関連施設	

■ハノイ朝米首脳会談をめぐって 



Reuter（２０１９．０３．３０）報道から引用	

The	English	version	of	the	document	called	for	“fully	
dismantling	North	Korea’s	nuclear	infrastructure,	chemical	and	
biological	warfare	program	and	related	dual-use	capabilities;	
and	ballistic	missiles,	launchers,	and	associated	facilities.”		
(…)the	document	had	four	other	key	points.　It	called	on	North	
Korea	⓵to	provide	a	comprehensive	declaration	of	its	nuclear	
program	and	full	access	to	U.S.	and	international	inspectors,	
⓶to	halt	all	related	activities	and	construction	of	any	new	
facilities,	⓷to	eliminate	all	nuclear	infrastructure,	and	⓸to	
transition	all	nuclear	program	scientists	and	technicians	to	
commercial	activities.	

＊番号と強調は引用者	



in	Panmunjom	
2019.06.30. 



■4.27「板門店宣言」 

「両首脳は、韓半島ではもはや	

戦争は起きず、新たな平和の時	

代が開かれたことを闡明した」	

∙戦争回避措置		∙南北関係改善		

∙韓半島平和体制	

　-不可侵、軍縮	

　-終戦宣言と平和協定		

　-「韓半島の完全な非核化」と	

　「核のない韓半島」	

	->朝鮮半島平和体制の定義	



■6.12朝米首脳会談、「シンガポール声明」 

「新しい朝米関係」	
「相好信頼構築」 

▼　 
▼ 
▼　	

「朝鮮半島の平和体制構築」		
「朝鮮半島の完全な非核化」	



■9月19日ピョンヤン首脳会談、「9月ピョンヤン共同宣
言」 

「ドンチャンリミサイル実験場 
廃棄、関係国の立ち入りの下で 
検証」 
「爆破したプンゲリ核実験場へ 
の検証」 
「アメリカの相応措置に伴って 
ヨンビョン核施設を永久廃棄」 
……　 
「朝鮮半島を核兵器と核脅威の	

ない平和の地としていく」	



<軍事分野合意> 

! 緊張緩和・戦争回避措置∙軍事的信頼構築	

　-　非武装地帯(DMZ)の非武装化	

　-　共同警備区域(JSA)非武装化、自由往来	

　-　西海「平和水域」設置、飛行禁止、軍事訓練禁止	

　-　軍事共同委員会の設置・運用	

		=>de facto「不可侵合意」	





Transformative	Approach 







非核平和のための日韓国際フオーラム	
「記者会見(2019.05.31.in	Seoul)共同発表文書」から 

ㆍ朝鮮半島非核化は「北朝鮮非核化」に限定されない。朝鮮半島の完全な非核化は
「核兵器も核の脅威もない朝鮮半島」なのである。朝鮮半島の完全な非核化は、朝
鮮半島と朝鮮半島周辺であらゆる核兵器の脅威が除去されなければならない。それ
を担保するうえでも、日本と韓国が、アメリカの核戦力による「核の傘」から脱却
することが求められる。	

ㆍ朝鮮半島の非核化と平和体制は、非核・平和の東北アジアにむけて、東北アジア
非核地帯と東北アジア多国間協力の秩序構築につながらなければならない。その多
国間協力は共通の安全保障に基づく。特定の国を敵として想定する「軍事同盟の安
全保障」から脱却しなければならない。	

ㆍ韓国へのアメリカのサード（THAAD）配備や日本へのイージス・アショアの配備
、米・日・韓のミサイル防衛構築の動き、日本の集団的自衛権行使の公式化、この
地域の国家間の軍拡競争など地域の不安定を招き、平和に逆行する行為は即時に中
止、撤回されなければならない。フォーラム参加者はこの地域内に駐留している米
軍や米軍基地への拡張反対、縮小・撤去を求める運動へ、連帯の意志を表明する。 



朝鮮半島平和プロセスと日本	
-日韓関係または日本と朝鮮半島- 

! 東アジア冷戦の歴史構造 
-核を頂点とした米日同盟、米韓同盟VS北·中・ソ/ロ=>陣
営対決構図 
-軍事・安全保障・経済というハード・パワー要素によ
る歴史正義、人権、平和、環境、マイノリティ権利の抑
圧 

＊冷戦の「産物」と「焦点」として朝鮮半島の分断体制 
＊歪曲された戦後日韓・日朝関係 



-　朝鮮半島は、昔から東アジア国際政治の矛盾が錯綜し、
凝縮した空間 
-　戦後、日本と朝鮮半島の関係はその東アジア国際政治史
の表象とも言える。歴史への認識と東アジアという視野を
もとにしたアプローチが求められる歴史的局面	
▶▷戦後日韓・日朝関係への省察が求められる。 

▶平和憲法(憲法９条とその理念)、非核三原則(アメリカの
「核の傘」→核の傘なのか、核の脅威なのか) 
▶同盟の一体化に伴う軍備増強、米軍基地再編・拡張 

▶核兵器禁止条約 





Thank	you!!! 


